
第８回栃木県介護技術コンテスト 介護技術部門１段階課題／生徒研究発表課題 

課題 

 佐野福太さん（84歳・男性）は、２年前に軽い脳梗塞を発症し、治療の結果、後遺症も残
らず自宅に戻ることができた。１年前に再び脳梗塞を発症し、後遺症として右側に手足の感
覚障害が残った。退院後は自宅に戻ったが、コンロの火を消し忘れてしまったり、階段から
転落して顔に怪我をしたり、日中１人で過ごすことが困難になり、介護老人保健施設に入所
することになった。佐野さんは常々「人の世話になるぐらいだったら死んだほうがましだ」
と入所には否定的な態度をとってきた。入所後は、自室に引きこもることが多く、会話はほ
とんどない。 

健康状態 
心身機能 
身体状況 

・脳梗塞の後遺症による右側の手足の感覚障害（しびれ）がある。 
・要介護３ 
・認知症高齢者の日常生活自立度 Ⅱa 
・障害高齢者の日常生活自立度 A-2 

活動 

・利き手：右 
・座 位：可 
・移 動：一部介助（最近、下肢の筋力低下によるふらつきが見られる） 
    ４点杖を使用 
・移 乗：一部介助（介護者の支え等があれば可能） 
・食 事：自立（健側で箸を使用、食事を途中でやめてしまうこともある） 
・入 浴：一部介助（浴槽に入る動作等に支えが必要） 
・排 泄：一部介助（尿意・便意はありトイレを使用するが介助者の支え等 
     が必要、夜間のみリハビリパンツを着用している） 
・更 衣：一部介助 
・整 容：一部介助（洗顔等は可能だが、爪切りや髭剃りについては声かけ 
     を含む支援が必要） 
・コミュニケーション：積極的にコミュニケーションはとらない 

参加 
 

・日中は自室にいることが多く、食事の時以外はあまりフロアに出てくるこ 
とはない 

・１人だけ気の合う男性利用者がおり、食後に話をすることがある 
・フロアで行われるレクリエーション（特に塗り絵や貼り絵、競争ゲーム等） 
には意欲的ではない 

・息子が面会に来ると、「早く帰れ」と言いながらも店の様子を聞いたり嬉し 
そうである 

個人因子 

・73歳 男性 
・息子が２人 
・寿司屋の２代目として１年前まで働いていた 
・職人気質で自分の仕事に誇りを持っている 
・最初に倒れた際は、リハビリテーションに励み、再び寿司を握れるように 
なった 

・２度目に倒れた際は、右側の手足に感覚障害が残り、引退を決意 
・引退後は、息子に店を引き継いだ 
・商店街の店主たちの集まりに自慢の寿司を握って差し入れたり、困った人 
には声をかけるなどさりげない気配りができ、慕われていた 

環境因子 

・妻は３年前に他界 
・入所前は店舗兼自宅の２世帯住宅に長男（３代目）家族と住んでいた 
・次男は県外で会社員をしている 
・長男は月に２回、店の定休日に面会に来る 
・次男は、不定期で面会に来る 

 

※介護技術部門の第２段階課題は当日発表いたします。 

 

 

 

 


